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体育授業における 100m 走の疾走速度の特性 

 
八嶋 文雄・太屋岡 篤憲 

Characteristic of velocity of the 100 m in the physical education class 
Fumio YASHIMA, Atsunori TAYAOKA 

 
Abstract 

  The purpose of this study was to investigate the characteristic of velocity in the 100 m in physical education classes.  We 
obtained data for the men’s 100 m sprint (159 samples) in PE classes.  The mean sprinting velocity, stride frequency, stride 
length, and other data were obtained from video analysis. 
The results were as follows: 
1. The average time for 100 m, mean sprinting velocity, top speed, stride frequency and stride length were 14.702±1.061sec, 
6.991±0.503m/sec, 7.701±0.576m/sec, 3.879±0.243Hz, and 1.765±0.106m respectively. 
2. Statistically significant relationships exist between the mean sprinting velocity (r=-0.933, p<0.001), the top speed(r=-0.968, 
p<0.001) and the goal time. 
3. In the 100 m sprint, maximum sprinting velocity appeared between 30 and 40 m and decreased after 40 m. 
4. The rate of decrease in speed was 12.283±3.928%.  Statistically significant negative relationships exist between the rate of 
decrease in speed and the stride length (r=-0.187, p<0.05).  
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Ⅰ．はじめに 

 

 陸上競技における 100m 走を対象とした研究は、ビデオ

分析や光電管を用いたものからレーザー方式まで様々な

手法で数多く報告されてきた。なかでも 1991 年に日本陸

連のバイオメカニクス班によって取り組まれた第３回世

界陸上東京大会における C. LEWIS（USA）の世界新記録（９

秒 86）をはじめとする６位までが９秒台というハイレベル

な決勝レースを対象とした科学的分析では顕著な成果が

得られている（１）。そして 2007 年には、再び日本開催とな

った第 11 回世界陸上大阪大会において、優勝した T. GAY

（USA）の９秒 85 をはじめとするエントリー選手の予選か

ら決勝までのレースが分析された（６）。近年では、高校総

体やマスターズ大会におけるレースも数多く分析され、ジ

ュニア層やシニア層の実態も明らかになってきた（２）（３）。

さらには、大学の陸上競技部に所属する学生や体育専攻の

学生などの 100m 走に関する研究も見られようになった。

これらの結果の多くは競技レベルの向上のために活用さ

れることが多いため、一般学生を対象として実態を明らか

にする取り組みはあまり行われてこなかった。しかし、今

回の改訂により平成 25 年より年次移行で実施される高等

学校の新学習指導要領「短距離走」の解説のなかでは、100m

~400m 程度の距離を「スタートダッシュからの加速に伴っ

て動きを変化させ、滑らかに中間走につなげ高いスピード

を長く維持してフィニッシュ近くまで速く走ること」とい

うような高い技能が求められており、体育授業において

100m 走を教材として取り扱っていく場合にも、種目特性や

授業対象者の実態を把握しておくことは重要な課題とな

るであろう。 

 そこで、本研究では日常的に専門的トレーニングを行っ

ていない一般学生を対象として、100m 疾走に関する基礎的

知見を得ることを目的とした。さらには、100ｍの疾走能

力を明らかにすることで、その能力を高めることや低下を

抑えることへの示唆を得ることができるとともに、運動不

足や運動欠乏に対する抵抗力の指標としても、これからの

学生たちの健康の保持増進を図るうえで有益な情報とな

り得ると考えられる。 

 

Ⅱ．方法 

 

 １．対象 

 Ｋ高等専門学校１年生の男子学生 159 名を対象とした。

100m 走は体育授業のなかで全天候用走路を用いて行われ

たものである。 

 

 ２．期日 

 平成 22 年５月下旬から６月上旬にかけて１クラスずつ

５回に分けて実施した。 

 
 ３．データの収集 

 スタート合図はジェスター（NISHI 社製）を用いてブザ

ー音で知らせ、ブザー音と同時に光る発光ダイオードを取

り込んだあと、被験者の右側方からパンニング撮影した。

撮影は、DV カメラ（SONY 社製 DCR-HC1000）を走路の 50m

地点より側方 40m に設置して、DV カメラの設置ポイントと

走路上に付けた 10mごとのポイントを結ぶ線の延長線上に

ある走路奥３m のフェンスの地上１m の位置に、縦 50cm の

ラインマークを付けてシャッタースピード 1/1000 秒で撮

影した。 
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 ４．ビデオ分析 

 ビデオ分析は、DV カメラで撮影した毎秒 30 コマの映像

をフレームディアスⅣ（DKH 社製）に取り込んで 60 コマに

フィールド分解してコマ送りすることにより、10m 毎の通

過タイム及び歩数をカウントして以下の項目を算出した。

なお、歩数については、スタートからゴールまでの全歩数

と 10m毎の区間歩数を足が接地した回数からカウントした。

その際、ストライドが２区間にまたがった場合は、区間の

境目となるラインの手前の着地足の爪先にトルソーが乗

った位置から、境目のライン及び境目のラインを越えたあ

との着地足の爪先にトルソーが乗った位置までに要した

時間の比率によってストライドを求めた。 

 

５．算出項目 

１）100m 走の疾走記録（s）ゴールタイム 

２）平均疾走速度（m/s） 走距離／所要時間 

３）平均ピッチ（n/s） 歩数／所要時間 

４）平均ストライド（m） 走距離／歩数 

５）10m 毎の通過タイム（s）、区間タイム（s） 

６）最高疾走速度（m/s） 

７）速度逓減率（%） （最高疾走速度̶最低疾走速度）   

   ／最高疾走速度×100 

 

６．統計処理 

 算出項目間の関係には pearson の積率相関係数を求め、

平均値の差の検定には t 検定を用いた。なお、統計的な有

意水準は５％とした。 

 

Ⅲ．結果と考察 

 

１．100m走のタイムと疾走速度 

 表１には、一般男子学生 159 名の 100m 走から得られた

データの平均値を示した。また、表２には 100m の記録と

算出項目間の相関関係を示した。そして、表３は算出項目

の 10m 毎の推移を示したものである。 

 一般男子学生159名における100m記録の平均値は14.70

±1.06 秒で、100m を走るために要した総歩数の平均が

56.87±3.46 歩であった。また、それぞれの平均値におい

て区間タイムが 1.47±0.02 秒、疾走速度が 6.99±0.50m/

秒、最高速度が 7.70±0.58 m/秒、そして速度逓減率が

12.83±3.93％であった（表１）。  

 100m 走における 10m 毎の推移（表２）では、通過タイム

において加速局面の指標として評価される 30mラップタイ

ムが 4.96±0.29 秒、そして学齢期に体力・運動能力調査

でよく取り扱われる 50m ラップタイムが 7.61±0.49 秒で

あった。50m のラップタイムについては、平成 22 年度に発

表された文部科学省による調査結果報告（７）と比較してみ

ると、全国平均は 15 歳男子が 7.54±0.75 秒、16 歳男子が

7.40±0.75 秒であったため、対象となった一般学生は全国

平均を若干下回っていたことになる。 

 100m の記録と算出項目間の相関関係（表３）をみてみる

と、逓減率を除くすべての項目において統計的に相互に有

意な相関関係にあり、なかでも特に平均疾走速度

（r=-0.933, p<0.001）と最高疾走速度（r=-0.968, p<0.001）

に強い負の相関関係が認められた（図１・図２）。このこ
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    図２．100m タイムと最高疾走速度の関係 

 

    図１．100m タイムと平均疾走速度の関係 

 

表１．100m 走におけるゴールタイム、区間タイム、疾走速度、最

高疾走速度、速度逓減率、歩数、ピッチ、ストライドの平均値 

表２．100m 走における 10m 毎の推移 

 

表３．算出項目間の相関関係 

 

!"##$$

!"%#$$

&"##$$

&"%#$$

'"##$$

'"%#$$

("##$$

("%#$$

!"#$$%! !&#$$%! !'#$$%! !(#$$%! !)#$$%! !*#$$%! !+#$$%!

,
-
.
/
0
1
2
!
"#
3
!

$%%!456273!

)*78!

)+78!

),78!

)%78!

)!78!

)&78!

!""# $%&' ()&' *+, -./ 012 34567

!""#89:;<

$%&'=#>9? !!"##$%%%

()&'=#>9? !!"#&'%%% !!"#('%%%

*+,8@< !")))%% !!"))*%% !"*'$

-./8A< !!"++#%%% !!"++$%%% !!"+)$%%% !",#$%

0128A>9< !!"+#,%%% !!"+#-%%% !!"+'#%%% !"*&' !!"$$&%%%

345678#< !!"+-+%%% !!"+-,%%% !!"+,)%%% !!",'(% !!"##(%%% !!"$-#%%%

%%%./0*"**,1%%./0*"*,12./0*"*+134,+#



北九州工業高等専門学校研究報告第 44 号（2011 年 1 月）                                   125 
 

とは、疾走速度が高い者ほどトップスピードが高くなるこ

とを示唆しており、100m 走の記録に強く影響していること

を示している。 

 図３は各区間の平均疾走速度を用いて作成したスピー

ド曲線である。スタートから 10m の区間では 4.543m/s で

あったが次の 10~20m 区間ではおよそ 1.5 倍の 7.100m/s 

にまでスピードは急激に上昇し、20m~30m 区間では最大疾

走速度の 99％に達し、30~40m 区間で 7.616m/s のトップ

スピードに到達している。そして、およそ 50m に渡って最

大疾走速度の 95％前後のスピードを維持し、80m-90m 区間

ではスピードが 88.72%まで低下していた。 

 図４には最高疾走速度が出現した区間と最低疾走速度

が出現した区間の分布を示した。最高疾走速度の出現は

30m~40m 区間が 69 名と最も多く、次いで 40m~50m 区間の

49 名、20m~30m 区間の 40 名であった。50m 前後に最高疾

走速度に到達する一流選手（１）に比べると一般学生ではス

タート後早い段階で最高疾走速度に到達していると言え

る。またトップスピード以降で最も疾走速度が低下するの

は 90-100m 区間で 93 人、次いで 80-90m 区間が 65 人であ

った。ゴールの手前で減速局面を迎えていた。従って、一

般学生の 100m 走における疾走速度推移の傾向は、スター

ト後すぐにトップスピードに到達するために加速局面が

短い。しかし、トップスピードは相対的に高くないため、

中間疾走においては長い区間に渡ってスピードの維持を

可能としていると考えられる。そして、ゴール前ではスピ

ードを急激に低下させている。  

 

２．速度逓減率 

 疾走速度の維持状態をみるために最高疾走速度に到達

した以降におけるゴール前の速度低下を示す指標となる

速度逓減率を算出した結果 12.283±3.93％であった（表

１）。図５には速度逓減率と 100m タイムの関係を示した。

100m タイムとの関係において有意な相関関係（r=0.222, 

p<0.01）が認められた。近年の報告では、逓減率にはかな

り個人差（範囲）がみられ、男子ではゴールタイムとの間

に有意な相関関係が認められない場合もある（６）。しかし、

100m 走の終盤は生理学的観点からみても速度逓減が避け

られない局面で、特に一般学生においてはゴール前の速度

減少が大きいためこの逓減率を小さくすることはゴール

タイムを短縮させるための要因のひとつと考えられる。ま

た、一般的にはこの終盤に起こる速度減少の要因のひとつ

にピッチの低下（５）が考えられているが、一般学生におい

ては速度逓減とピッチに有意な相関はなく、ストライド

（r=-0.187, p<0.05）との間において統計的に有意な相関

関係が認められた（図６）。ゴール前の局面においては下

肢筋力の疲労などによりストライドが短くなることによ

り速度の減少を招いているものと考えられる。 

 

３．平均ピッチと平均ストライド 

 10m 毎の平均ピッチ及び平均ストライドはそれぞれ、

3.88±0.24 回/秒、1.77±0.11m であった（表１）。10m 毎

の変化については（表２）、ピッチが 10m-20m 区間で最大

値に近い値に達し、20m-50m の平均ピッチはわずかに変動

しながらも平均値が 4.16 回／秒と高いピッチを保ちなが

ら、60m 以降はゴールまで徐々に減少していく傾向がみら

れた。一方ストライドは 30m-40m 区間で 1.92m の最大値を

示すまで増加を続け、それ以降は伸び縮みを繰り返す不安

定なストライドであった。このことはゴールを目前にして

最後の１~２歩を意図的に伸ばすフィニッシュ動作が影

響していると考えられる。 

 100m タイムとの関係においては、平均ピッチ（r=-0.591, 

p<0.001）、平均ストライド（r=-0.545, p<0.001）ともに

それぞれ有意な強い負の相関関係が認められた（表３）。 
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    図３．スピード曲線 

    図４．最高疾走速度及び最低疾走速度の分布 

    図５．100m タイムと疾走速度逓減率の関係 
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つまり、ピッチが高くストライドが長いほど 100ｍタイム

が良いことを示しているが、ピッチとストライドは反比例

（r=-0.349, p<0.001）の関係にあるため（図９）、ピッチ

が上げればストライドが縮み、ストライドを伸ばせばピッ

チが下がるということである。 

 

Ⅳ．まとめ 

 

 本研究では、159 名の男子学生を対象として体育授業にお

ける100m 走の疾走速度の特性を分析した。 

（１）100m 走の平均記録は 14.702±1.061sec で同年齢

の全国平均よりやや下回っていた。また、平均疾走速

度は 6.991±0.503m/sec、最高疾走速度は 7.701±

0.576m/sec、ピッチは 3.879±0.243Hz、ストライドは

1.765±0.106m であった。 

（２）100m 走の疾走記録は、平均疾走速度及び最高速度と統

計的に有意な正の相関関係が認められた。 

（３）一般学生の平均疾走速度は30m-40m 区間でトップスピ

ードに到達し、相対的に高い疾走速度を保った後スピードは

漸減していった。 

（４）一般学生の速度逓減率は 12.283±3.928％と大きく

100m の記録に影響を及ぼしている。そして、逓減率と相関が

認められたのはストライドであった。 
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